




とする。
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天狗前 2号墳石室実測密

その 2は、雪野山古墳の発見である。このことは、

雪野山が蒲生内陸部の中央に饗える中心的な山である

ことを明らかにしたのである。そうして、その南東側

平地部の木村古墳群、北西側平地部の供養塚をはじめ

とする千僧供の古墳群、竜王の王子地を挟んで商に連な

る鏡山から八重谷に続く丘陵上の岩鹿の古墳、八議谷

古墳、雨宮古墳等の一連の吉墳群があり、これらの中

期を中心とした古墳群が、この雪野山を取りまくよう

に並んでいる。これに続く後期群集墳は、雪野山系の
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天狗前 5号墳器室実測図

( 天狗前 3号壊石輩実測圏

ト.....___;~し...JL.__jL._ 天狗前 4号墳寝室実測図
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山麓一帯に、このあたりで最も桐密な古墳密度を示し

ている。天狗山から火打谷にかけての吉墳群も、この

ような後期群集墳の一つである。これらは、雪野山頂

の雪野山古墳を核とする浦生内鹿部の古墳時代文化圏

の形成を示しているのである。

稿を終るに当り、今回の報告を快諾された近江八幡

市立資料館長江南洋氏、この古墳群に関しいろいろ御

教示をいただいた蒲生町教育委員会の田中浩氏、この

報告について御高配をいただいた県文化財保護協会の

林博通氏の各氏に感謝の意を表わす次第である。

(西田弘)
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①天狗前 2号墳玄室 ②天狗前 3号墳近景 ③天狗前 3号墳玄室奥壁

③天狗前 4号境玄室内 ⑤天狗前 5号墳遺物出土状況(奥盤)

⑥天狗前 5号壌遺物出土状況(袖部分) ⑦天狗前 6号墳玄室内部
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